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＜1 行ア ケ
＜1 行ア ケ

本 稿 は「 感 覚 を つ な ぐ 表 現 活 動 」と し て 「 保 育 内 容 演 習（ 表 現 ）」の 授 業 に お け る 造 形・ 音 楽 を ౹ 合 ͠ ͦ
た 作  づ く り と 発 表 の 実 践 を 取 り 上 ͝ ߡ ࡱ し た 。 そ の 結 Վ 、 学 ਫ਼ た ち は 感 ৰ Ώ  い 、 オ ノ マ ト ペ な ど を घ
が か り に ޔ 感 を つ な ͙ 、色・ 形・音・ ਐ 体 を 通 し て ଡ ༹ な 表 現 を 試 み て い る ͞ と が 明 ら か に な っ た 。「 描 画
と 音 を ༽ い た 表 現 」「 音 と ӫ  を ༽ い た 表 現 」「 音 と 動 ͘ を ༽ い た 表 現 」 な ど ଡ ༹ な 作  が 発 表 ͠ Η た 。

＜１ 行ア ケ
キーワード：教 員 養 成 課 程 、 保 育 内 容 ɾ 領 域 「 表 現 」 , 造 形 と 音 楽 の ౹ 合 , 表 現 活 動 , コ ロ ナ 禍

＜１ 行ア ケ
̏ɿͺͣΌͶ

教員 養成 にお いて は、 ۛ೧ 、 学ਫ਼ の 広い 表
現力 の 上を ら いと して 、 音楽 表現 Ώ造 形表
現、 ਐ体 表現 を結 び付 けた 総 合的 な表 現活 動が
試み らΗ るよ ͑に なっ てい る（ 智原・下口 2013/
古市・矢 内ら 2015,2016,2017/麓・水谷 2015）。
学ਫ਼ をଲ 象に する ͫけ でな く、小学 ਫ਼Ώ 幼・小・
中の 教員 をଲ 象と した 表現 教育 の 研究 (初 田・井
上 2013)Ώ 、5 ࡂ 児を ଲ象 と した 研究 (奥 2016)
もみ らΗ る 。Ή た 、∃ 橋（ 2017）は 、保育 者を
ଲ象 に、 造形 と音 楽を 結び 付 けた 表現 活 動 につ
いて 、「 婷  力・ 感性 ・創 造性 」「婸 ࣙ༟ な発
」「 婹活 動の 楽し ͠ 」「婺 性ݺ 」の 4 つの ؏点
から ࣯ 調ࢶ 査を 行っ た結 Վ、 9 ׄҐ 上の 保育
者が 、子 ども の 影響 につ い てߢ ఈ的 なқ ݡ を
っ࣍ てい る͞ とを 明ら かに して い る。

音楽 教育 と造 形教 育を  と する 筆者 らも ༁
15 ೧ から 、 学ਫ਼ がࣙ ਐの 感性 を豊 かに 育 み、
指導 者と して 高い ࣯ࣁ と 力 、表 現力 をਐ につ
ける ͞と を目 的に 、音 楽・ 造 形・ ਐ体 の結 びつ
͘を ॑視 した 表現 教育 のプ ロ グラ ム開 発を 行っ
て͘ た（ 山野 ・岡 林・ ガハ プ カ 2010/岡林 ・ガ
ハプ カ・山野 2012/岡 林・山野 2020,2021）。Ή
た、共 に表 現教 育の τキ スト も作 成し て ͘た (山
野・ 岡林 ほ か 2013, 2018)。͠ らに 2021 ೧ ౕか

らは、共に「 保育 内容 演 習（表 現）」の 授業 を୴
し てお り、࣎ 間を かけ て授 業内 容を し 合 い、
感ޔ をつ な͙ 、音 ・形 ・色 ・ 動͘ を関 連づ ける
授業 をܯ 画し 、実 践し てい る 。͞ の授 業で は、
演習 形ࣞ によ る表 現活 動（ 造 形・ 音楽 ・ਐ 体）
の体 学ݩ 習Ώ 、 ๅؽ のح 活 ༽を む 教材 研究
も めて いる 。

೧ࡤ ౕは「 保 育内 容演 習（表 現 ）」全 15 յ の
授業 から 、第 11 յ の授 業「  い・घৰ りを 形・
色・ 音に する ―ৰ 覚・ ᅁ覚 を 視覚 ・ 覚に つな
͝る 表現 活動 」を 取り 上͝ 、 授業 内容 につ いて
ࡋ なݗ ౾を 行っ た。 その 結 Վ、 学ਫ਼ たち はৰ
覚Ώ ᅁ覚 から 感受 した イϟ ー ζを 的֮ なオ ノマ
トペ で表 し、 そΗ らを घֽ か りに 色Ώ 形、 音
と感 覚を つな ͝て 表現 を広 ͝ てい る͞ とが 明ら
かに なっ た。 Ήた 、 いΏ घ ৰり から 感ͣ るイ
ϟー ζが 音楽 表現 の基 礎的 要 素と なり える ͞と
に、学ਫ਼ のـ づ͘ が得 らΗ た 。（ 岡林・矢野 2022)

そΗ に続 く本 稿は ࡤ、 ೧ౕ の 「保 育内 容演 習
（表 現）」の第 12 յ ʛ15 յ の 授業 にお ける 学ਫ਼
の༹ 子Ώ 、オ ンラ イン によ る 出 作 、৾ りศ
りε ート など から ޔ、 感を ど のよ ͑に つな いで
表現 がな ͠Η るの か、 活動 か ら得 らΗ るـ づ͘
はՁ か、 オン ライ ン 出に は Ձ なる ްՎ が͍
るの かな どに つい てߡ ࡱ す る͞ と を目 指す 。

教員養成課程における「感覚をつなぐ表現活動」の試みⅡ
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̐ɿh ฯү಼༲ԍसʤනݳʥɦ द֕ۂགྷ
本学 児童 学科 の 4 ೧間 にお け る表 現関 のܐ 科

目を表 1 にڏ ͝る 。「 保育 内容 演習（表 現 ）」（表
1 の˙ һ） は、 ච修 科目 とし て 2 ೧࣏ の 4 セϟ
スタ ーに Ғ づけ らΗ てい る。

表 １ 本学児 童学 科の 表現 関 科ܐ 目の 一ལ

セ ϟ ス
ター

授業 科目

１ 「児 童表 現学 」（ ච 修）
̐ 「幼 児と 表現 」（ ච 修）
３ 「児 童音 楽Ⅰ 」（ ච 修）

「児 童図 Ⅰ 」（ ච 修）
̒ 「̇ 保育 内容 演習（表 現 ）」（ච 修 ）
̓ 「児 童図 Ⅱ 」（ મ ）

「音 楽͍ そび 」（ મ ）
６ 「児 童音 楽Ⅱ 」（ મ ）
̕ 「音 楽Ԣ ༽演 習Ⅰ 」（મ ）

「お もち Ύ研 究」（ મ ）
̖ 「音 楽Ԣ ༽演 習Ⅱ 」（મ ）

に࣏ 2021 ೧ౕ の全 15 յ の授 業 内容 を表 2 に
ࣖす 。˔ のつ いた յが 本稿 の 分析 ଲ象 で͍ る。
授業 は 4 クラ スを 矢野 と岡 林 が共 に୴ し てい
るた め、（ 第 2 յと 第 3 յ ）、（ 第 4 յと 第 5 յ ）、
（第 6 յ と第 7 յ ）、（第 8 յと第 9 յ）、（ 第 10
յと第 11 յ ）は、同ͣ 内容 で ̒つ のク ラス をֶ
ुި 代に して め た。 第 12 յΉ でに 学ਫ਼ はキ
ϡン Ϗス の音 ͘ ิ͘ 体ݩ し 、͠ らに ֦ࣙ の日
の 音日 記を Ήと める ͞と も ݩܨ して おり 、ਐ
のյ りの 音環 境を ଌえ る͞ とを 学 Ξで ͘て いる 。

Ήた 、ク ϪϦ ン・ Ϗス を使 っ た表 現๏ 法・ ٗ
術と して はࠠ 色・ ·か し・ ス クラ ッο など を学
び、 絵の ۫を 使っ た表 現๏ 法 ・ٗ 術 と して はデ
カϩ コマ ωー ・ド リッ ピン グ など につ いも て学
Ξで いる 。

第 1 յ 領域「表 現」の らい ޔ/ 感を 使
った 活動 につ いて (矢 野・岡林 )

第 2 յ 色を みる ―「実 ౦ 影ؽ を使 っ
て ਫ਼ 活 の 中 の 色 と ۯ 間 構 成 を
えߡ る（ 矢野 ）

第 3 յ  と 体 の つ な が り を 感 ͣ る ―
オノ マト ペを ༽い て（ 岡林 ）

第 4 յ घ で ৰ Η る ― ೬ ౖ に よ る ৰ 覚
を通 した 造形 ༣び （矢 野）

第 5 յ 環 境 を  く ― キ ϡ ン Ϗ ス の 音
͘ ิ͘ と音 日記 （岡 林）

第 6 յ クϪ Ϧン・Ϗス を使 った 表現 ๏
法・ٗ 術― ࠠ色・·か し・ス ク
ラッ ο（ 矢野 ）

第 7 յ 音 環 境 を 感 ͣ る 教 材 と 指 導 法
―絵 本を ༽い た保 育実 践（̛ ̭
̛） の視 を 通し て― （岡 林）

第 8 յ 絵の ۫を 使っ た表 現๏ 法・ٗ 術
―デ カϩ コマ ωー・ドリ ッピ ン
グな ど（ 矢野 ）

第 9 յ 音 を 描 く ―  ଔ 楽 ح の 音 色 と
形・ 色の 関Κ り（ 岡林 ）

第 10 յ  い を 感 ͣ る ― 木 の ߵ り に よ
る保 育実 践（ DVD）ؓ ৈ とᅁ 覚
によ る教 材と 指導 法（ 矢野 ）

第 11 յ い・घৰ りを 形・色・音に す
る― ৰ覚・ᅁ 覚 を視 覚・覚 に
つな ͝る 表現 ๏法 （岡 林）

第 12 յ
˔

感性 を育 む表 現活 動（ 1）
音楽・造 形・ਐ 体表 現を ౹合 し
た教 材研 究（ 矢野 ・岡 林）

第 13 յ
˔

感性 を育 む表 現活 動（ ̐）
音楽・造 形・ਐ 体表 現を ౹合 し
た表 現๏ 法の 研究（ 矢野・岡林 ）

第 14 յ
˔

感性 を育 む表 現活 動（ ３）
音楽・造 形・ਐ 体表 現を ౹合 し
た作 づ くり （矢 野・ 岡林 ）

第 15 յ
˔

感性 を育 む表 現活 動（ ̒）
音楽・造 形・ਐ 体表 現を ౹合 し
た作 の 発表 （矢 野・ 岡林 ）

表 ̐ 「保育内 容演 習（ 表現 ）」の 授業 内容
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̑ɿ 12ʛ15 յद಼ۂ༲
章 では 全 15 յ の授 業内 容 をࣖ した が、 本

章で は「 感覚 をつ なぐ 表現 活 動」 とし て 試 みた
第 12~15 յ の授 業 内容「 音楽・造 形・ਐ体 表現
を౹ 合し た作 づ くり 」に つい て फ़΄ る。
ʴ授 業の 行 घॳ ʵ
(1)はͣ めに 教員 は学 ਫ਼に ଲし 、グ ϩー プで キϡ
ンϏ スに 出か け、 ͍る ॶ を ݀め て、 そ͞ の音
Ώ い、 色・ 形、 感ৰ など を 「 ਐ 体で 」「 音 で」
「色・形 で」表 して み る͞ とを ઈ明 した 。Ή た、
図形 楽ො をい くつ か় 介し 、 描画 をも とに 音Ώ
音楽 表現 がな ͠Η てい る͞ とを ఽ えた 。

学ਫ਼ は、表現 のプ ロ セス գ程 で上 記の 3 つ の
๏法 を全 て表 現し てみ て、 そ の中 から ࣙ分 たち
のグ ϩー プに ૮Ԣ しい ๏法 を ୵る 。オ ノマ トペ
で表 した り、 ਐ体 を使 った り 音۫ を作 成し て音
楽的 な表 現を した り 、ਐ 体表 現を 試み ても よ い。
(2)第 12 յで は、 ݀め らΗ た ҕ のキ ϡン Ϗス
内を グϩ ープ でࢆ しࡨ 、న  な ॶを ݀め 、ど
のよ ͑な 表現 を試 みる か を  し合 い、 その 内容
をϭ ーク εー トに Ήと めて 出 し た。
(3)第 13 յで は、 յ の授 業 で݀ ఈし たキ ϡン
Ϗス 内の ॶ にお ける 表現 活 動に つい て、 ۫体
的な ๏法 と内 容を ౾ݗ し作 づ く りを 行っ た。
(4)第 14 յ では 、 յに 続͘ 作 づく りを 行 い、
श࠹ 発表 に けて の६ ඍを 行 った 。 作 づ くり
のգ 程で ૮ した  点に つ いて は、 ϭー クε
ート にΉ とめ て 出し た。 コ ロナ 禍で ͍る ͞と
もߡ ྂし 、第 15 յの श࠹ 発 表は ଲ では 行Κ
ͥ、 ֦グ ϩー プが 発表 動画 を 作成 し、 オン ライ
ンに 出 した 。
(5)第 15 յ では 、「 ֦グ ϩー プ から 出 ͠Η た発
表動 画を 視 して 感ͣ た͞ と Ώـ づい た͞ と 」
「第 12 յか らの 一連 の表 現 活動 を通 して 感ͣ
た͞ とΏ づـ いた ͞と 」を ֦ ࣙで ϭー クε ート
にΉ とめ て 出し た。

̒ɿָਫ਼නݳͶͯ͏ͱ
݀め らΗ た ҕで は͍ った が 、学 ਫ਼た ちは キ

ϡン Ϗス 内を グϩ ープ でࢆ ࡨ し、 作 にす る
ॶを ݀め ޔ、 感を 通し てଡ ༹ な作 づ くり を行
って いた 。い くつ かの ྭࣆ をҐ 下 にࣖ す。

(̏ ) ʰඵժͳԽΝ༽͏ͪනݳʱ
͞ のグ ϩー プは 「絵 と音 」 を༽ いて 」 から

たݡ E 校 ࣹ の学 ৱ」の ฉҕ ـ を表 Κす 作 づく
りを 行っ てい る 。授 業が ）期ޛ 12 ݆ 16 日 ）5 ݸ
の࣎ 間ଵ で͍ った ので 、キ ϡ ンϏ スの ࡨࢆ は࣎
は മҋ くな って いた 。そ ͑ した 環境 の中 で学
ਫ਼た ちは E 校 ࣹの 学ৱ に っ たラ イト の明 る͠
Ώ、 बり のۯ のـ ྮた ͠、 ༨ ๏の മҋ ͠な どを
感ޔ を通 して 感ͣ 取り 、描 画に 表し た（図 1ʛ3
লࢂ ）。

図 2 か」 らݡた E 校 ࣹの 学ৱ 」の描 画

図 3 描画をも とに 音で 表現 する 学ਫ਼ たち

図 １ 学ਫ਼がમ Ξͫ ॶ 「E 校 ࣹの 学ৱ 」
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描画 表現（ 図̐ ）の に つい ては 、「 ݒ の
中の ライ トが ஈか く、 キラ キ ラ、 ピカ ピカ 、ϙ
ϭϙ ϭし てい る༹ 子を オϪ ンζ 色 Ώԭ 色を 使い 、
広が るよ ͑に して 描い た 。」「 そΗ をҕ Ξで いる
Ϫン ガの ݒ は、 カラ ーペ ン の࣯ 感を ཤ༽ して
॑ ͠を 表現 した 。」「 のۯ ど Ξよ りし た感 ͣを
出す ため にグ Ϫー のϏ スを 使 い 表 現し た。」「ྮ
たい ـۯ の႔ とし た༹ 子も ੪ 色で カク カク とߙ
いイ ϟー ζの તで 表現 した 。」など とफ़ ΄て いる 。
音に つい ては ݒ」、 は くߙ ک い響 ͘に なる よ͑
にし た。」「ラ イト がݒ の 中 に͍ るの で、 ྵを
໒ら しな がら സか ら出 し Η して 、ร Կを つけ
た。」な どの  が फ़΄ らΗ た。

学ਫ਼ の動 画作 か らは 、ྵ の 音が キラ キラ し
たラ イト の࣯ 感を 表す よ͑ に ްՎ 的に ༽い らΗ
てい るの がଌ えら Ηた 。Ή た 、؊ を ち合 Κͦ
るߙ い࣯ 感の 音Ώ 、ラ ップ の を ঢで つ 音な
どに よっ て、 ݒ のߙ いイ ϟ ーζ を表 そ͑ と
し てい る͞ とが 感ͣ 取Η た。

表３ に͞ のグ ϩー プの 学ਫ਼ の 感 をΉ とめ た。

表 3 か ら は、グϩ ープ で一 つ の作 を 上 ͝
て表 現す る͞ との 楽し ͠Ώ 、 一人 ひと りの 感性
のҩ いを 一つ の作 に ൕӫ ͠ ͦる ͞と のೋ し͠
など がफ़ ΄ら Ηて いる [表 3 :ᶅ~ᶉ ]。 Ήた 、ࣙ
分た ちの 出 動画 をٮ ؏的 に ซ͘ し て֮ 認し
た内 容も फ़΄ らΗ てい る [表 3： ᶊ ]。

(̐ ) ʰԽͳӫΝ༽͏ͪනݳʱ
͞の グϩ ープ は、 図 ౫ब ว のコ ンク リー ト

Ώ ཤ、 ཚち 葉な どの ҡな る ஏ の上 をิ くଏ
音を 、 ଔ楽 Ώح 音۫ を༽ い て表 現し てい る。
 点に つい ては 、「女 子大 ਫ਼が ิく ଏ 音を 、
いۼ と ଔ楽 Ώح ਐۛ に͍ る もの を༽ い て 表現
した 。ิ く ॶに よる ଏ音 の ҩい が し た点
で͍ る。」とफ़ ΄て いる 。の グϩ ープ のよ ͑ に、
図形 楽ො とな るよ ͑な 描画 活動 は 行っ てお らͥ 、
女子 大ਫ਼ のଏ の動 ͘Ώ 音を 分 かり Ώす く表 現す
るた めに 、 い をۼ སい たଏ が һ 象的 に現 Η る。

表 ３ 描画と 音を ༽い て表 現 した 学ਫ਼ の感 

ᶅみ Ξ なで 一つ の 作 を 上 ͝る ͞ とΏ 、 グ
ϩー プ で表 現す る ͞と が す͟ く楽 し く感 ͣ ら
Ηた 。
ᶆ校 ࣹ 内の ラン プ Ώݒ  のฉ ҕـ を どの よ ͑
に表 す か、 そし て 全体 を どの よ͑ に ૌみ 合 Κ
ͦる かな どに ಝに ࿓ۦ した 。
ᶇ4 人 が いࢧ 描い てい るイ ϟー ζを りࡴ 合 Κ
ͦる ͞ とで ֆ ؏ が広 が り、 より 豊 かな イ ϟ
ーζ を作 に ٩め むࠒ ͞と がで ͘ たと ͑ࢧ 。
ᶈع 成 の楽 でح は イϟ ー ζし てい る 音を ݡ つ
け出 す͞ とが ೋし かっ た。
ᶉ「 美し い」と感 ͣた ͞と は 共通 して いた が 、
そΗ を 形に する 表 現法 に はݺ ʓ人 の 感性 が 表
ΚΗ て おり 、一 人 ひと り のқ をݡ ൕ ӫ͠ ͦ る
のが ೋし かっ た。
ᶊ )動画 でซ ͘ して み ると、E 校ࣹ のৱ ಌ の
明か り Ώ、 その ब りの ༨ ๏の の ಸ りΏ ҋ ͠
な ど が ͘ ち Ξ と 楽 ح で 表 ͠ Η て い る と ࢧ っ
た。

図 4 学ਫ਼がમ Ξͫ ॶ 「図 ౫ のब ว」

図 6  ཤ の ஏ  を ิ く図 5 コ ン ク リ ー ト 上 を ิ く

図 7 ཚち葉を ಁみ しめ てิ く
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作成 ͠Η た動 画は 、 ॶに よ って ҡな るଏ 音
が༹ ʓな 音で リア ϩに 、Ή た 楽し くܲ չに 表現
͠Η たϤ ωー クな 作 で͍ る （ 図 ̒ʛ 7 ࢂ ল）。
作 գ程 でグ ϩー プが 記फ़ した 3 ທの ϭー クε
ート から は、「 ༨๏ の もの ൷し ͠ 」Ώ「 ଏ音 の
പ͠ 」を 表そ ͑と する  が֮ 認 で͘ る。

出 発点 で͍ る図 ౫ 2  の教 ࣪か ら「  ஊ」
を通 って 「図 ౫ のド アを 開 けて 「 に出 るˢ
ˢ ཤの 上を ิく ˢଈ のߖ 上 を通 るˢ コン クリ
ート の上 をิ くˢ ཚち 葉の 上 をิ くな どの ิ行
գ程 での ଏ音 は、 カώ サ（  ཤの 上を ิく 音）
Ώο ϡϓ οϡ ス（ ドア を 開け る音 ）、؊ Ώ の
たを ༽い た音 （ଈ のߖ 上を 通 る音 ）な ど、 画
のҢ 動と 音の รԿ が ༹ ʓな 楽 Ώح 音۫ で表 現͠
Ηて おり 、楽 し く視 で ͘る 作 とな って い る 。
表̒ に、͞ の グ ϩー プの 学ਫ਼ の感 を Ήと め た 。

表̒ から は、 ଏ音 の響 ͘の  പ͠ Ώ、 素材 に
より 音が รԿ する ͞と の പ ͠を 感ͣ てい る͞
とが てݡ 取Η る [表 4 :ᶅ ,ᶆ ]。Ή た 、৾ った りܲ
く つけ たり して 、音 を作 り 出す ͞と の楽 し͠
Ώ  പ ͠ を 実 感 し て い る ͞ と も ଌ え ら Η る [表
4 :ᶇ ,ᶈ ]。新 たな 表現 の ே કқ ཋも फ़΄ らΗ
てい る [表 4 :ᶉ ]。

一๏ 、૮ Ԣし い音 を表 現す る ため の 楽 をح મ
͞ との ೋし ͠も ͝ڏ らΗ てい る [表 4:ᶊ ع。[
成の 楽ح を༽ いる ͫけ でな く 、ࣙ 分た ちで ਐの
յり のも のを 使っ て音 を作 り 出す ͞と も音 の
ັڷ ・関 ৼを Ӏ͘ 出す 上で は 大ࣆ な͞ とと いえ
るͫ ろ͑ 。

ʤ̑ʥh Խͳಊ͘Ν༽͏ͪනݳʱ
͞の グϩ ープ は、 C 校 ࣹの コ ンϑ ωエ ンス ス

トア ԥの のں よ͑ にࢡ がӫ る ปの ͍る ॶ をમ
Ξͫ 。͞ の ॶは 立つ Ғ に よっ てӫ るࢡ がࡋ
くな った りଢ くな った り、 Α がΞ ͫり する 。そ
の ٠ࢧ ͠を 表現 しよ ͑と ͞ の ॶを મΞ ͫと
फ़΄ てい る。

ᶅ ਐ ۛ に ᷕ Η る 音 の  പ ͠ に つ い て 知 る ͞
とが で͘ た。
ᶆଏ 音は、ิ行 者の ಝ徴 Ώۼ の 素材、জΏ ஏ
の 素材 など によ りร Կし 、รΚ りΑ く点 が
素త ͫと 感ͣ た。
ᶇよ り本 に ۛい 音୵ しの ため に 、ब りに ͍
るも のを ໒ら した り、৾ った り、ܲく つ け
た り し て ਐ ۛ に ͍ る も の の ଡ ༹ な 表 現 に ৰ
Ηて いっ た。その գ程 でݡ つ けた ༹ʓ な音 の
響͘ が പく、そし て美 しく 、表 現の ଡ༹ 性
を実 感し た。
ᶈ 音 は ࣙ 分 た ち で 作 り 出 ͦ る の ͫ と い ͑ 感
動を 覚え た。
ᶉ ど の 音 が イ ϟ ー ζ に ۛ い か を 試 行 ࡪ ޣ し
てい たと ͞ろ 、楽 ͫح けで な くカ βΏ ؊な ど
ਐ の ब り の も の で も ଡ く の झ ྪ の 音 が ໒ る
͞と を発 しݡ た。
ᶊ࣏ は、音 を造 形で 表現 した り、色で 表現 し
たり する ͞と にே કし てみ たい 。
ᶋ༹ ʓな ଏ音 をど のよ ͑な 音で 表 現す ると 、
ซ ͘ घ に   し て も ら え る か な ど を ߡ え な
がら 楽ح をમ ͞ とが ೋし く感 ͣ らΗ た。

表 ̒ 音と動 画で 表現 した 学 ਫ਼の 感

図 ̖ 「コンϑ ωエ ンス スト ア ԥの が Ξ でӫ るป

図 ̗ 音に合 Κͦ てਐ 体表 現 をす る学 ਫ਼た ち
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学ਫ਼ たち はں の ֆの ࢧ ٠ ͠Ώ 、現 実と ں
の ֆの 境ֆ を表 現す るた め に、 ͟み ୀに ݂を
開け 、カ ラー τー プを ଉو 性 なく హり 付け た ҧ
ૹを 作成 し、ε ンά ング
Ϛウ ϩ（ス τΡ ック を༽
い て ԓ を ͞ す る と ौ ら
か く ৼ ஏ の ྒྷ い 音 が 響
く楽 ：ح 図 10）の 音を
ഐ ܢ に し て ਐ 体 表
現を 行っ てい た。

動画 とϭ ーク εー トか らは 、 ҧૹ 作 の 
にՅ えて 、楽 のح 音と ਐ体 表 現を 関連 づけ よ͑
とす る が みら Ηた 。؉ Ώ かに 響͘ を広 ͝る
εン άン グϚ ウϩ の音 には 、「 ਐ体 をࣙ ༟に く
く 動か し、 ࢧ ٠な 間ۯ を 表現 する 」と い͑
記फ़ がݡ らΗ た。

Ήた 、ϑϔ ラス ラッ プ（図 11）と い͑ 上部 の
をۆ घで っ て໒ らす 楽ح を 音の ླྀΗ の中 にア
ク セ ン ト と し て 取 り
Η 、そ の響 ͘を「 Ϛ
ϭー ン」「 カʛ ʛッ 」と
い ͑ オ ノ マ ト ペ で 表
して いる 。そ して 、楽
ح の 音 の 響 ͘ に 、「 体
を  る  る と ৾ る Κ
ͦて ݡ、 た目 をร Կ͠ ͦる 」 とい ͑ を 試み
てい た。 ͠ら に「 ഐ৵ びを し て ࡋ くな った 体を
いڳ と͞ ろに Ήڮ るみ たい に 表現 する 」と い͑
動͘ には 、マ ζッ クイ ンキ で 「キ ュッ 」と い͑
音を 出し て合 Κͦ る も み らΗ 、Ϥ ωー クで
楽し い表 現と なっ てい た。

表̓ に、 ͞の グϩ ープ の学 ਫ਼ の感 を Ήと め
た。 表̓ から は、 学ਫ਼ たち が ں」 の ֆ」 とい
ڷ͑ ັ いτ ーマ をݡ つけ 、 楽し Ξで 表現 に取
りૌ Ξで いた ͞と が読 み取 Ηる [表 5:ᶅ ᶆ ]。作
成し た学 ਫ਼た ちが 感ͣ た楽 し ͠は 、 動 画を 通し
て؏ る者 にも 楽し そ͑ なฉ ҕـ が ఽΚ って くる 。

一๏ 、表 現を 試み るգ 程で 感 ͣた ೋし ͠も 記
फ़͠ Ηて いる [表 5�ᶉᶊ ]。 そ Ηͩ Ηが 真伪 に表
現と ͘ 合い 、感 覚を つな い で広 ͝る 作 づく
りの ೋし ͠を グϩ ープ で力 を 合Κ ͦて り ӿえ
てい った ͞と が理 մで ͘る 。

ʤ̒ʥh ཱིରద͵ଆܙͳԽͳ༽͏ͪනݳʱ
に ͝ڏ た「 描画 と音 を ༽い た表 現」「 音と ӫ

を ༽い た表 現」「 音と 動͘ を༽ いた 表 現」Ґ
に、 立体 的な 造形 を む 描 画と 音を 合Κ ͦた
作 もみ らΗ た 。図 12 は、音 楽౫ の 水の ླྀΗ
を表 そ͑ とし た作 で ͍る 。 描画 にス トロ ーを
っ てహ り付 けた り、 ຓひ も Ώ໘ をつ けて 立体
的な 表現 を し たり 、ク Ϫ Ϗス を使 った にޛ
全体 にス Ϗッ タリ ング のٗ 法 を༽ いて 、水 を表
す も 試み てい る。

図 13 は E 校ࣹ の でࡖ 感 ͣた 音の イϟ ーζ
を表 現し た作 で ͍る 。ϭ ー クε ート と動 画か
らは ࢆ、 中ࡨ にซ ͞え て͘ た ϖリ コプ ター の音
をϠ ーϩ でく るく ると 立体 的 な形 を作 って 表現
した り、 音ۼ のコ ςコ ςを 形 Ώ色 で表 現す るな
ど、 ฑ と立 体の ଲർ を༽ いて  し てい る。

ᶅ 音 と リ ン ク す る 動 ͘ を ߡ え る の が と て
も楽 しか った 。
ᶆ目 Ώࣘ Ώघ で感 ͣて そΗ を音 Ώ 体、造 形
で表 現す るの は楽 しい とࢧ った 。グ ϩー プ
で 一 つ の 作  を 作 る ͞ と で 、「 ༓ 達 の 音 の
ଌえ ๏Ώ 、表現 の ๏に 発ݡ が͍ った 。達
成感 が感 ͣら Ηる 活動 で͍ った 。
ᶇ  ࢧ ٠ な  ֆ を  و ଉ な リ ズ ム Ώ 大 ͘
͠ 、体 の動 ͘で 表現 した 。実ࡏ に表 現し て
みて、 ଉو ͫか ら͞ そ ٠ࢧ な ֆ؏ を
ఽえ る͞ とが で͘ たの では ない か とࢧ ͑。
ᶉ「ں の中 の ٠ࢧ なۯ 間 」を τー マと し
て表 現を えߡ たが 、目 Ώࣘ を通 して 感ͣ た
͞ と を พ の 感 覚 を ༽ い て 表 現 す る 作 業 は
ୱ؈ では なか った 。
ᶊں をど ͑Ώ って 表そ ͑か とߡ え た࣎ に、
ҧૹ を作 ると い͑ 案が 出て ͘た 。 しか し、
実ࡏ に作 って みる と、イϟ ーζ とҩ ͑と い
͑ ͞ と も ً ͞ り 、 表 現 す る ೋ し ͠ を 感 ͣ
た。

表 ̓ 音と動 ͘で 表現 した 学 ਫ਼の 感

図 10 εンάング Ϛウ ϩ

図 11 ϑϔラス ラッ プ
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̓ɿ૱దࡱߡ
学ਫ਼ たち はࠕ յの 表現 活動 に おい て、 どの よ

͑に 感覚 をつ な͙ 表現 を試 みて い たの ͫろ ͑か 。
そし て、 活動 から はど のよ ͑ なـ づ͘ が得 らΗ
たͫ ろ͑ か。 Ήた 、コ ロナ 禍 のた め に 発表 をଲ
で はな く動 画を 作成 しオ ン ライ ン 出に した
͞と には 、ް Վが ͍っ たͫ ろ ͑か 。͞ Ηら の点
につ いて 、授 業գ 程で 出 ͠ Ηた ϭー クε ート
と授 業ޛ の৾ りศ りε ート の 内容 をも とに ࡱߡ
を める 。
（ １） ど のよ ͑に 感覚 をつ な ͙、表 現 した の か

B 校ࣹ 1  を作 づ くり の と して મΞ ͫグ
ϩー プを 一ྭ にڏ ͝る と、ϭー クε ート に は「B
校ࣹ 1  では ༂ Ώබ 院の い を感 ͣた 。そ͞
から ۜ ྪの 音Ώ ガラ スが  つか るよ ͑な 『カ
ンカ ン』『 キン キン 』とい ͑ ྮた くӸ い音 Ώ 、素
く ิく 『コ ςコ ς』 とい ͑ 音を 連 した 。色
はപ ・੪ ・ྚ ・水 色な どの צ 色を 感ͣ 、形 では
Ӹい ֱࢀ を連 し たの で、 ش Ձ学 ໝ༹ のイ ϟー
ζに 発展 ͦ͠ た」 とफ़ ΄ら Η てい た。 下ત 部の
記फ़ に 目す ると 、学 ਫ਼ たち が「 い 」 「s 音」
「ଐ ͠」ˢ「色 」「形 」 と 、ᅁ覚 から 感ͣ た感
覚を 覚 、視 覚 とܪ ͝て 描 画表 現 と発 展͠

ͦた ͞と が読 み取 Ηる 。Ή た、オノ マト ペの「カ
ンカ ン」「キ ン キン 」「 コς コ ς」 に共 通に Ή
Η る 子 音 「 k」 は 、「 ߙ い 表  ・ 動 作 の ݭ し ͠ 」
を感 ͣる 音象 徴 (浜野 2014)の ಝ徴 がみ らΗ 、͞
のグ ϩー プが 色צ のӸ ࢀֱ ֱ 形を ଡ数 ૌみ 合Κ
ͦた Ձش 学ໝ ༹で Ӹ͠ Ώݭ し ͠を イϟ ーζ ͦ͠
る作 表 現し た͞ とが 理մ で͘ る 。

Ήた 、「ิ いた ஏ の素 材を オ ノマ トペ で表 し、
その 音か ら感 ͣる イϟ ーζ に どの よ͑ な音 が૮
Ԣし いか と試 行ࡪ をޣ した 。」とい ͑学 ਫ਼の 記फ़
から は、「 ಁ みし めた 感ৰ」ˢ「オ ノ マト ペ 」ˢ
「音 」と い͑ ླྀΗ で表 現し よ ͑と する がࢡ Ӓえ
る。 ͞͞ には 、視 覚と ৰ覚 と 覚 をつ ない で表
現に るࢺ գ程 がݡ て取 Ηる 。

͠ら に「 日٤ ྊの 古い ૹ Ώ 、現 はࡑ 使Κ Η
てい ない のに 明か りが つい て いる ـ ັな ฉҕ
をـ ఽえ たい とߡ えた 。明 る いイ ϟー ζの ྊͫ
けで なく 、使 ΚΗ なく なっ た の ྊの ҋく てෑ
いイ ϟー ζを 表現 する ため に 、ク ϪϦ ンで 画༽
をࢶ くࠉ り つ した 」と い ͑記 फ़に は、 ـ
ັな ฉҕ をـ ଌえ る感 性と 感 覚を 視覚 と つな
いで 表現 しよ ͑と する գ程 がଌ え らΗ る。

Ήた צ」、 かっ た͞ とを ෫の 音 で表 現す るた め
に、 水色 のす ͥら Ξτ ープ を హり 付け 、༵ らし
て音 が出 るよ ͑に  した り 、ྮ たい 感ͣ を出
すた めに 小͠ な高 い音 を使 った 。」とい ͑記 फ़に
は、 ͠צ を感 ͣる ৰ覚 に、 色 Ώ音 を感 ͣる 視覚
と 覚が 合Κ ͠っ て作 表 現 と つな がっ たգ
程を 理մ する ͞と がで ͘る 。

͞の よ͑ に、 学ਫ਼ たち は目 に えݡ ない 感ৰ Ώ
い 、オ ノマ トペ など をघ が かり に を ͞ら
して 色・ 形・ 音・ ਐ体 で豊 か な作 づ くり を行
い、 表現 活動 を試 みて いた 。

図 12 音 楽 ౫  の 水 の ླྀ Η を 音 で 表 現 を す る 学 ਫ਼

図 13 E 校 ࣹ の ࡖ を 立 体 的 な 描 画 で 表 現 す る 学 ਫ਼

図 14 B 校ࣹ 1  を表 現し た作 
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（ ̐） 活動 から ど のよ ͑な づـ ͘が 得 らΗた か
「 同ͣ ൟの 人と のイ ϟー ζ の共 ༙が とて も楽

しい ͞と ͫと づـ いた 。」「 活 動を 通し て、 Ήࠕ
でࣙ 分が づـ いて いな かっ た 音Ώ い 、ฉ ҕـ
にـ づく ͞と がで ͘た 。他 の 人と す ͞と でࣙ
分に はな いқ をݡ 知る ͞と がで ͘ た 。」など 、グ
ϩー プ活 動を 通し たـ づ͘ が得 ら Ηて いた 。

Ήた 、「他 のൟ の表 現Ώ 作 を؏ て 、ଡ ༹な 表
現の ๏ が͍ る͞ とに づـ いた 。」「そ の に行
かな くて も、 の ฉҕ Ώـ イ ϟー ζが ͑Ή く表
現͠ Ηて いる とࢧ った 。そ の に どの よ͑ な音
が໒ って いた のか を す る ͞と もで ͘た 。そ
の日 のళ Ώـ 間࣎ の༹ 子も 分 かり ڷ、 ັ かっ
た。」など 、他 のグ ϩー プの 発 表を 通し ての づـ
͘が 得ら Ηた ͞と がӒ える 。͠ら に、「 感ޔ を使
って 楽し む活 動は 子ど もも 楽 しめ るͫ ろ͑ し、
そΗ ͩΗ のқ をݡ ଜ॑ で͘ る ので 、 പい と感
ͣた 。」な ど、保育 活動 につ な がる づـ ͘を 得て
いる ͞と も明 らか にな った 。

（ ３ ）学 ਫ਼は 活動 を 通し てՁ を感 ͣて い たか
学ਫ਼ の記 फ़に は、「 ซ ͞え ๏・感 ͣ๏・表現 の

๏ など 、人 によ って ҩ͑ も のを 一つ の作 に
する ͞と はඉ に ೋし いが 、 ࣙ分 はど のよ ͑に
感ͣ たか 、ど のよ ͑に 表現 し たい かな どの қݡ
を出 し合 ͑͞ とで 作 がΉ と Ήっ てい く͞ とに
びج と楽 し͠ を覚 えた 。」「 ひ とり で作 り上 ͝る
Ґ上 の達 成感 をັ Κ͑ ͞と がで ͘ たと 感ͣ た。」
など ఈߢ 的な 感 がଡ くݡ らΗ た が、一๏ で「ࢴ
がྒྷ いと 感ͣ たも のが 他の 人 のイ ϟー ζと はҡ
なっ てい たり ٱ、 もષ りで 、 グϩ ープ でқ をݡ
౹一 しな がら 作 を作 る͞ と のೋ し͠ を実 感し
た。」とい ͑感 も みら Ηた 。授業 を通 して 学ਫ਼
が感 ͣた 内容 を ೣに 読み 取 り、 ޛࠕ の授 業ܯ
画に 活か して いく ͞と がච 要で ͍ る。

（ ̒ ）オ ンラ イン に よる 動画 出 のް Վ
初 は作 の 発表 をଲ で 行 ͑༩ ఈで ͍っ た

が、 コロ ナ禍 のた めに 動画 を 作成 しオ ンラ イン
で 出す る͞ とに した 。ଲ  では ない ので 、ਫ਼
の音 Ώ動 ͘に よる 表現 にৰ Η る͞ とが で͘ ない
とい ͑マ イナ ス は͍ るが 、 学ਫ਼ たち はࣙ 分が

ॶ する クラ スҐ の 発表 も 視 で͘ 、ଡ ༹な
表現 にৰ Ηる 会ؽ を得 る͞ と がで ͘る とい ͑プ
ラス も ֮認 で͘ た。

Ήた 、「発 表を りࡳ शえ たޛ は 、ࣙ 分た ちの ఽ
えた い͞ とを ͘ち Ξと ఽえ る ͞と がで ͘た とい
͑達 成感 が大 ͘か った 。」と い ͑学 ਫ਼の 記फ़ から
は、 発表 にࡏ して 、Ձ ౕも ࡳ り しが で͘ る動
画作 成は ら ͥに ࣙ分 たち の 表現 した い͞ とを
ఽえ る͞ とが で͘ る๏ 法で も ͍る 。Ή た、 Ձౕ
も視 し 、ࣙ 分た ちの 演 を ؏ٮ 的に ଌえ る͞
とが で͘ るの もϟ リッ トで ͍る と いえ る 。

教員 によ る Ճに おい ても 、 作 を܃ りศ し
て視 す る͞ とが で͘ ࡋ、 か い表 現に つい ても
ཚݡ とす ͞と なく 、ཚ ち着 い て ೣに Ճ で͘
る͞ とが プラ ス で͍ ると い えよ ͑。 ͠ら に、
作 が るの でࠕ のޛ 授業 の ߡࢂ ྋࣁ と し て活
かす ͞と もで ͘る 。

̔ɿΉͳΌͳޛࠕ՟ୌ
͞の ౕの 活動 は、 筆者 らに と って も初 めて の

試み で͍ りݡ 通ͦ ない ͞と も ͍っ たが 、 学 ਫ਼た
ちの 感 など から は、 表現 す る͞ との 楽し ͠Ώ
പ ͠を 感ͣ らΗ た͞ とが Ӓ えた ࠕ。 յの 活動
が保 育者 を目 指す 学ਫ਼ たち の 感性 を 広 ͝る ͞と
の一 助に なΗ ͻよ いと ͑ࢧ 。

コロ ナ禍 とい ͑͞ とも ͍り 、 表現 活動 には 
をݸ ༪ٓ なく ͠Η る͞ とも ͍ った 。オ ンラ イン
での 動画 出 につ いて は、 和田 ら (2021)が 指ఢ
るよ ͑に 課題 Ώݸ ֆも ͍る が 、 ͠ らに ै実 した
表現 活動 を し ࠕ、 のޛ 授 業内 容を えߡ てい
͘た い。
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